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一
九
八

五
年
韓

国

で
は
、

「
キ

ム
チ

主
題

曲
」

と

い
う
歌

が
流
行

っ
た
。

「
万

一
キ

ム

チ
が
な
か

っ
た
ら
」

に
始
ま
り
、

「
キ
ム
チ
な
し

で
は
生
き

て
い
け
な

い
、

ほ
ん
と
に
生
き

て

い
け

な

い
」
と

い
う
歌
詞
が
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の

っ
て
リ

フ
レ
イ

ン
さ
れ
る
。

 
韓
国
社
会

は
八
〇
年
代

の
後
半

か
ら

外
食

産
業

が
隆
盛
と
な
り

、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
ピ

ザ
と

い

っ

た

フ

ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
が
生
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち

の

「
キ

ム
チ
離

れ
」

が
始
ま

っ
た
と
言

わ
れ
始
め

た
。
そ

ん
な
折
に
こ
の
歌
が
だ
さ
れ
た

の
で
、
は

じ
め
は
子
ど
も
た
ち

に
キ

ム
チ
を
再
認
識

し
て
も

ら
お
う
と

い
う
歌

の
よ
う

に
聞
こ
え
た
。
し
か
し
、

こ
の
歌
が
日
本
名

「竹
島
」

の
領
有
権

を
主
張
し

た

「
独
島

は
我
ら

の
地
」

の
作
詞

・
作
曲

・
朴
寅

浩
、
歌
手

・
鄭
光
泰
と

い
う

コ
ン
ビ
に

よ

っ
て
作

ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
さ

に

「
キ
ム
チ

・

ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
」

の
始
ま
り
を
告
げ

る
歌
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

そ

の
翌
年

、

ソ
ウ
ル
で
ア
ジ

ア
大
会

が
開
催
さ

れ
た

一
九
八
六
年

に
、
プ

ル
ム
ウ
ォ
ン
と

い
う
食

品
会
社
が
キ
ム
チ
博
物
館
を

設
立
す

る
。
そ
し
て

ナシ ョナリズム

 

●キムチ

朝 倉 敏 夫　国立民族学博物館教授

(あさ くら としお)

1950年 生まれ 東京都出身

専門分野 ●社会人類学・韓国社会論

著書 ●『世界の食文化① 韓副 、『グローバル化と韓国

社会一その内と外」(共編著)、『くらべてみよう!日 本

と世界の食べ物と文化』(共著)、他

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開
催

さ
れ
た

一
九

八

八
年

に

は
、
韓
国
総
合
貿

易

セ
ン
タ
ー
の
中
に
移
転

し
、

韓
国
を
代
表
す

る
食
品
と
し
て
キ
ム
チ
を
世
界
に

普
及
す

る
た
め
の
広
報
が
始
ま

っ
た
。

 
し

か
し
、

こ
れ
は
民
間

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、

国
を
あ
げ
て
世
界

に
キ
ム
チ
を
広
報
し
よ
う

と

い

う
動
き
が
起

こ

っ
た

の
は
、
あ
る
新
聞
記
事
を
き

っ
か
け
と
し
て
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

一
九
九
三
年

五
月

一
一
日
付

け
の

『韓
国
日
報
』

の
記
事

で
あ

っ
た
。
そ

こ
に
は

「世
界
市
場
に
輸
出

さ
れ

て
い

る
キ
ム
チ
の
約
七
〇
%
が
日
本
製
品
」
と
書
か
れ

て
あ

っ
た
。
そ

の
真
偽

は
定
か

で
な

い
が
、
キ

ム

チ

の
宗
主
国

で
あ
る
韓
国

に
と

っ
て
は
衝
撃
で
あ

っ
た
。

一
九
九
五
年

に
は
韓
国

の
テ
レ
ビ
局
が
日

本
に
キ
ム
チ

の
取
材
に
き

て
、
第

一
部

「
キ
ム
チ

の
逆
襲
」
、
第

二
部

「
キ

ム
チ

の
独
立
宣
言
」

と

題
し
て
、

八
月

の
光
復

(解
放
)
特
集
番
組

で
二

日

に
わ
た

っ
て
放
送
し
た
。
ま

た
、

こ
の
年

の

一

二
月
、
農
協

が
農
業
博
物
館

の
後

ろ
の
中
央
会
館

別
館
に
、
講
義
実
習
室
を
完
備

し
た

「農
協
キ
ム

チ
弘
報
館
」
を
開
館
し
た
。
そ
の
翌
年

の

一
九
九

六
年
に
は
、

ソ
ウ
ル

・
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
コ
ー
デ



特集 一
変わ りつづける 『世界の食文化」

イ
ネ

ー
タ
ー
で
文
化
庁

の
初
代
長
官

で
あ
る
李
御

寧

、

『朝
鮮

日
報
』

の
論
説
委
員

で

コ

ラ
ム

ニ
ス

ト
の
李
圭
泰
、
食
品
工
学
博
士
の
金
晩

助

に
よ
り
、

『キ

ム
チ
、
千
年

の
味
』

と

い
う
本
が

刊
行

さ
れ

た
。
韓

国
を
代
表
す

る
文
化
人
、
言
論

人
、
研
究

者

の
監
修

に
よ
る
こ
の
本
は
、
二
〇
〇

〇
年
に
日

本

で
も
翻
訳

・
再
構

成

さ
れ
、

『
キ

ム
チ

の
国
』

(千
早
書
房
)
と
し
て
刊
行

さ
れ

て
い
る
。

 

そ
し
て

一
九
九
六
年
、
韓
国
農
林
部

は
東
京

で

開
か
れ
た
国
際
食
品
規
格

(
コ
ー
デ

ッ
ク
ス
)
委

員
会

の
地
域
調
整
委
員
会

ア
ジ

ア
部
会

に

「
キ
ム

チ
は
民
族
の
伝
統
食
品
」
で
あ

る
と
し

て
キ
ム
チ

の
国
際

規
格
案
を
提
案
す
る
。
キ
ム

チ
の
代
表

で

あ
る
白
菜

キ
ム
チ
を
と
り
あ
げ
、
韓
国

側
は
白
菜

を
塩
漬
け
に
し
、
水
気
を
切
り
、

こ
れ

に
塩
辛

や

ニ
ン

ニ
ク
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
ど

の
薬
味

を
塗
り

つ

け
、
自
然
発
酵

さ
せ
た
も

の
を

「
キ

ム
チ
」

で
あ

る
と
主
張

し
た
。
す
な
わ
ち

、
「
キ

ム

チ
は
自

然

発
酵
食

品
」

で
あ
り
、
自
然
発
酵
を
省

き
、
添
加

物

で
発
酵
し
た
よ
う
な
味
を
演
出

し
た

多
く

の
日

本
製
キ
ム
チ
は
、

キ
ム
チ
で
は
な

い
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

 

こ
う
し
た
キ
ム
チ
を
め
ぐ
る
議
論

は
、

一
九
九

九
年

の
夏

に
日
本

で
も

「
日
韓
キ
ム

チ
論
争
」
と

し

て
マ
ス

コ
ミ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た

が
、
韓
国
で

は
そ

の
経
緯
が
逐

一
報
道
さ
れ
た
。
そ
し

て
そ
の

結
果
を
二
〇
〇
〇
年
九
月

二
七
日
付
け

の

『中
央

日
報
』

は

「韓
国
キ
ム
チ
が
日
本
キ
ム
チ
に
勝

っ

た
」
と

い
う
見
出
し
を
掲
げ
、
「
ワ
シ
ン
ト

ン
で
開

か
れ
た
第

二
〇
次
国
際
食
品
規
格
委
員
会
加
工
乾

菜
類
分
科
会
で
キ

ム
チ

の
国
際
的
標
準
規
格
が
韓

国

の
キ
ム
チ
中
心

で
最
終
確
定
さ
れ
た
」
と
報
じ

た
。
ま
た
、
二
〇
〇

一
年

七
月
六
日
付

け
の

『中

央

日
報
』

は

一
面
記
事

に

「
キ

ム
チ
世
界
公
認
」

と

い
う
見
出
し
で
、
「国
際
食
品
規
格
委
員
会
は
ス

イ
ス
の
ジ

ェ
ノ
バ
で
第

二
四
次
総
会
を
開
き
、
キ

ム
チ
を
国

際
食

品
規
格
と
し

て
最
終
承
認

し
た
」

そ
の
名
は
K
l
M
C
H
ー
く
ん

韓
国
の
材
料
で
つ
く
ら
れ
た
安
心
マ
ー
ク

読売 新聞(2005.12.26)掲 載の 「キムチ新聞」

と
報
じ
、
「韓
国
キ
ム
チ
が
国
際
規
格
と
し
て
公
式

認
定
を
受
け
た
。
韓
国
が
キ

ム
チ
宗
主
国

で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
キ
ム
チ
が
世
界
的
な
食
品
と
し

て
発
展

で
き
る
契
機

に
な

ろ
う
」
と

い
う
農
林
部

の
農
産
物
流
通
局
長

の
言
を
紹
介
し
た
。

 

キ

ム
チ
が
世
界

的
な
広
が
り
を
見

せ
た

の
は
、

一
九
八
四
年

の

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

・
オ
リ

ン
ピ

ッ

ク
で
公
式

メ

ニ
ュ
ー
に
採

択
さ
れ
て
か
ら
と

い
う

が
、
「
キ
ム
チ
の
世
界
化
」
、
そ

の
手
始
め
が
日
本

市
場

で
あ

っ
た
。
キ

ム
チ
を
産
業
と
し

て
レ
ベ
ル

向
上
さ
せ
る
た
め
、

二
〇
〇
〇
年

に
は
清
州
科

学

短
大
に
キ
ム
チ
食
品
科
学
科
を

誕
生
さ
せ
た
。
農

水
産
物
流
通
公
社

で
は
韓
国
産
キ

ム
チ

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

に

つ
け

る
キ

ャ

ラ
ク
タ
ー

マ
ー

ク
を

つ
く

り
、
日
本

の
新
聞

に

「
キ
ム
チ
新
聞
」
と

い
う
形

で
全
面
広
告
を
掲
載
し
た
。
こ

の
マ
ー
ク

の
つ
い

た

キ

ム
チ
は
韓

国
政

府
が
認

定

し
た

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ブ
ラ

ン
ド

の
キ

ム
チ
と
な

っ
た

の
で
あ

る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
初
代

の
キ
ム
チ
博
物

館
研
究
室
長
で
あ

っ
た
キ

ム

・
キ

ョ
ン
ミ
が

『キ

ム
チ

・
ダ
イ

エ
ッ
ト
』

(世
界
文
化
社
)
を

、

二

〇

〇

一
年
に
は
釜
山
大
学
教
授

の
崔
弘
植
が

『キ

ム
チ
カ
ー

キ

ム
チ
を
科

学
す

る
』

(
Y
B
出
版
)

を
刊
行
し
、
韓
国

キ
ム
チ
は
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
効
果

が
あ
り
、
身
体

に
よ
く
、
健
康
を
増
進
す
る
と
日
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本
人
読
者
に
説

い
て
い
る
。

 

こ
う
し

て
日
本
に
向

け
て
の
対
策
は

一
段
落
す

る
か

に
見
え
た
が
、
続

い
て
中
国
産
キ

ム
チ

の
輸

入

の
増
大
と

い
う
中
国
か
ら

の
脅
威

が
韓
国
を
襲

っ
て
き

た
。
韓
国

の
キ

ム
チ

の
輸

入
は
九
〇
年
代

後
半
ま

で
は
年
間

一
〇
〇
ト

ン
に
も
満

た
な
か

っ

た
。
そ
れ
が

二
〇
〇
〇
年
に
四
七
三
ト

ン
、

二
〇

〇

一
年

に
三
九
三
ト

ン
、

二
〇
〇
二
年

に

一
〇
四

一
ト

ン
と
増
え
、

二
〇
〇
三
年

に
は
中

国
産
キ

ム

チ
が
、
台
風
と
重
な

っ
た
雨
に
よ

っ
て
作
況
が
悪

か

っ
た
国
内

産

よ
り

は

る
か

に
安

く

な

っ
た
た

め
、

一
挙

に
三
万
ト

ン
に
ま
で
急
増

し
た

の
で
あ

る

(
『中
央

日
報
』
2
0
0
3
.
1
0
.
2
0

)
。
二
〇

〇
五
年
に

は
中
国
産
キ

ム
チ
か
ら
寄
生

虫

の
卵
が

見

つ
か
り

騒
動
と
な
り
、
輸
入
量
が
減

少
し
た
も

の
の
、

二

〇
〇
六
年

の
上
半
期
は
キ
ム
チ
輸
入
額

が
輸
出
額

を
上
回
り
、

つ
い
に
韓
国
は

「キ
ム
チ
の
輸
入
国
」

に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
そ

の
後
も

二
〇

〇
七
年

に

は
中
国
産
キ

ム
チ
が

二
二
万
ト

ン
に
ま

で
増
え

て

い
る
と

い
う
。
韓
国
人
が

一
年

に
食

べ

る
キ

ム
チ

は

一
五
〇
万
ト

ン
、
中
国
産

が
国
内
消

費
量

の
六

分

の

一
近
く
を
占

め

る
と

い
う

話
に
な

る

(
『中

央

日
報
』
2
0
0
8
.
1
1
.
2
8

。)
。

 

こ
う

し
た
中
国
産
キ

ム
チ
に
対

し
て
、
韓
国

で

は
本
場

の
味
と
安
全
性
を
示
す
と
と
も

に
、
機
能

性

の
高

い
キ

ム
チ
や
、
キ
ム
チ
の
効
能
を
活

用
す

る
研
究
を
開
発
す
る

こ
と
で
、
対
抗
し
よ
う

と
し

て

い
る
。
も
と
も
と
中
国
で
キ
ム
チ
が
食

べ
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
契
機

の

一
つ
に
、
キ
ム
チ
が
S

A

R
S
に
効
く
と

い
う
風
聞
に
も
あ

っ
た
と

い
う

が
、

「
キ
ム
チ

の
酵
素
を
含

ま
せ
た

フ
ィ
ル
タ
ー

で
、
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
増
殖
を
弱

め
る
と

い
う

エ
ア

コ
ン
を
韓
国
電
機
大
手

の
」
G

電
子
が
開
発

し
た
」

(
『朝
日
新
聞
』
2
0
0
6
.
2
.
2
4

)

と
キ
ム
チ
の
薬
効
を
宣
伝
す
る
。
ま
た
、
キ
ム
チ

の
宇
宙
食
も

開
発
さ
れ
た
が
、

「
韓
国
初

の
宇
宙

飛
行

士
は
、
宇
宙
空
間

で
キ
ム
チ
乳
酸
菌
を
利
用

し
た
抗

が
ん
剤

や
幹
細
胞
成
長
促
進
剤

の
開
発
実

験
を
行
う

こ
と

に
な
る
」

(聯
合
　
2
0
0
6
.
6
.
1
6

)
と

い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
。

 

韓
国
社
会
は
都
市
化
や
産
業
化
が
進
み
、
多
く

の
人
が
ア
パ
ー
ト
に
住
む
よ
う

に
な
り
、
家

で
キ

ム
チ
を
漬

け
る
よ
り
も
買

っ
て
食

べ
る
人
も
多
く

な

っ
て
き
た
。
ま
た
、
キ
ム
チ
冷
蔵
庫

の
開
発
に

よ
り
、

い
つ
で
も
お

い
し

い
キ
ム
チ
を
食

べ
ら
れ

る
よ
う

に
な
り
、
か

つ
て
は
越
冬
用

の
キ

ム
チ
を

大
量
に
漬
け
、
冬

の
風
物
詩
で
あ

っ
た
キ

ム
ヂ

ャ

ン
も

だ
ん
だ

ん
と
そ

の
規
模

が
小
さ
く
な

っ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
人

に
と

っ
て
の
キ
ム

チ
は
、

い
ま

で
も

「
キ
ム
チ
な
し

で
は
生
き
て

い

け
な

い
」
も

の
で
あ
る
。

 
韓
国
社
会
に
お
け

る
キ

ム
チ

の
変

遷
を

「匂

い

は
悪

い
が
、
食

べ
ず

に
は

い
ら
れ
な

い
も

の
」
か

ら

「
匂

い
が
悪

い
こ
と

は
悪

い
が
、
健
康

に
よ

い

も

の
」
、
そ
し

て

「
健
康

に
よ
く
、
環

境
保
護
次

元
で
も
正
し

い
の
み
な
ら
ず

、
味

の
よ

い
も

の
」

と
表

現
し
た

韓
敬

九
は
、

そ

の
論
文

の
副

題

に

「
キ

ム
チ
と
韓
国

民
族
性

の
精
髄
」
と

記
し

て

い

る

(「あ

る
食

べ
物
は
考
え

る
に
よ

い
」

『韓
国
文

化
人
類
学
』

26
、

一
九
九

四
年
)
。
ま
た
、
「
キ
ム

チ
と

い
う
素
材
が
無
窮
な
研
究
対
象

で
あ
る
と
着

眼
し
、
キ

ム
チ
を
神
秘
な
科
学

の
主
題
と
し
て
接

近
し
、
深
く
研
究

し
て
き
た
」
金
晩
助
も

、
「
キ

ム
チ
は
韓
国
人

の
情
、
恨
、
気
に
仕
え

る
食

べ
物

だ
」

と
評

し

て

い
る

『
H
i
,
K
i
m
c
h
i
』
(
1
0
2
4

t
h
i
n
k

出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
)
。

 

キ
ム
チ
こ
そ
ま
さ
に
韓
国
人

の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

 
 
こ
ヤつよ
もつ

ム
を
昂
揚
す

る
食

べ
物
で
あ
り
、

こ
こ
二
〇
年

の

「
世
界
化
」

の
中

で
、
キ

ム
チ

・
ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
は
ま
す
ま
す
強
化
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
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韓
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「キ
ム
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韓
国
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二
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源
 

二
〇
〇
八

「
世
界

の
人
々
と
共
に
食
べ
る
キ
ム
チ
」

『
K
o
r
e
a
n
a

」
v
o
l
.
1
5
.
N
o
4
 
2
6
-
3
1

頁
 
韓
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